
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師８０％
以上

・めあてとまとめの関連を意識した授業
づくりをする。
・各学期ごとのまとめテスト（国・算）で学
年到達目標（点数）を設定する。

Ｂ

・校内研究と絡めて、算数科ではめあてとまとめを
関連づけて、「マイノート」づくりと合わせて授業展
開ができている。
・これを他の教科にも広げていくようにする。

Ａ

・学力向上対策評価シートに示したマイプランの「マイ
ノートの基本的指導の定着」を８８％の教師が達成でき
た。
・めあてとまとめの関連を意識した授業づくりをほとんど
の教師が取り組むことができた。

Ｂ

・めあてとまとめの関連を意識した授業は良い取
組だと思う。来年度は他の教科でも活用してほし
い。
・１２月の学習状況調査の正答率が県の正答率よ
り低い項目が多い。

学力向上推進ＣＯ

○校内研究の取組を柱とした、わかりや
すい授業づくり（算数科を中心として）

○算数の業者テストのまとめのテスト
で、知識技能の到達度平均８０％以上

・めあてとまとめの一貫性を意識した授業作りを
めざし、全員が授業を見せ合う機会をつくる。
・児童が自分の考えを表現するためのマイノート
作りの推進

Ａ
・算数の1学期のまとめのテストでは、4年生が平均79点
で、他の学年は平均80点以上であった。
・ノートに自分の考えをかいたりや友だちのよい考えを
付け加えたりしながら、マイノートを作る手立てを推進し
ている。

Ａ
・2学期のまとめのテストでは、３年生と５年生の平均が
８０点を下回ったが、全体では８０点を上回った。
・マイノート作りはどの学年も取組み、良いノートの紹介
を行うことで、ノートに自分の考えをかく意識が高まって
いる。

Ａ
・マイノートは自主性を育み、「やらされる」ではなく「自ら
考え取り組む」ための大切なアイテムだと思う。
・低学年からノートの取り方などがしっかりしていると、
高学年になっても自分で考えて取り組め、学力ＵＰにも
期待できる。

研究主任
研究副主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動の推進

○学校評価アンケートで「仲間意識や言
葉遣い」などの心の教育に関する項目
において肯定的な回答をした児童８０％
以上

・人権教室（年３回）・人権集会（平和・人権集
会）・道徳等の授業を行い、人権尊重の感性を育
てる。
・参観日やフリー参観日において、ふれあい道徳
の授業や人権学習等を公開する。（地域連携）

Ｂ

・各学年の実態に応じた人権教室や平和集会を行って
いる。しかし、まだまだ友だちへの思いやりのない言動
について気になる姿も見られる。今後も引き続き、人権
尊重の感性を育てるための授業の工夫や人権集会・教
室を行っていきたい。
・11月の授業参観でふれあい道徳の授業を行う予定で
ある。

Ｂ

・アンケートの仲間意識や言葉遣いなど項目において、
児童の８６％，保護者の９０％以上が肯定的な回答。
・ぽかぽか言葉を増やす取り組みを行っているが、まだ
まだ友だちへの思いやりのない言動について気になる
姿も見られる。
・１１月の参観日に、「ふれあい道徳」として授業を公開
することができた。

Ｂ

・人権教室をさせて頂いた時に、「クラス愛」「仲間
意識」が強いことが分かり感動した。
・コロナでの差別が県内でも聞かれた。ちくちく言
葉が無くなるように期待したい。ぽかぽか言葉が
多く飛び交う取組を行ってほしい。

道徳教育担当
人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員９０％以上

・「○月のわたし」や「ほっとタイム」の活用、「気に
なる子」の情報共有による未然防止や早期対応
・管理職を交えた複数の職員による事実確認や
指導 Ｂ

・「○月のわたし」は、５月から毎月実施しているため、
気になる児童については、担任が詳しく話を聞き対応す
ることができている。また、６月の下旬に「ほっとタイム」
を実施し、各担任は児童と面談を行い必要に応じて対
応している。担任は、児童の困り感を把握し連絡帳や電
話などで保護者にこまめに連絡を行い、ケース会議や
スクールカウンセラーに繋ぐことができた。

Ｂ

・「○月のわたし」、「ほっとタイム」を実施し、担任は話を
聞き対応を行っている。気になる児童、いじめ事案に関
しては職員間で情報共有を行い、いじめ事案に関して
は、管理職も交え慎重に対応を行った。早急な改善に
至らないケースもあるが、同じ事案が起こらないように
児童の心のケアとよきクラス作りに努めている。
・アンケートでは、90％以上の教職員が肯定的な回答。

Ａ

・いじめを積極的に認知しようとする取組は評価で
きる。３ヶ月の経過観察で解消とせずに、さらにそ
の後のケア、再発防止にも配慮してほしい。
・「○月のわたし」は、自分の事をふり返り、反省し
たり、できた事で自信を持ったりと貴重な手立てだ
と思う。

主幹教諭
教育相談担当

◎児童の自己有用感を高め、夢や目標
の実現に向けて、意欲的に取り組もうと
するための教育活動の推進

○学校評価アンケートで「夢や目標を
もっている」に肯定的な回答をした児童
８０％以上

・キャリアパスポートを活用した自己の
成長の振り返り
・各体験活動での見通しをもった活動や
学習のまとめと振り返り

Ｂ

・各学年とも計画的に、教科、学校行事等で実態に応じ
た自己の成長のふり返りを行うことができている。
・コロナ禍においても、行事に対してできることを積極的
に取り組もうとする児童の姿が見られる。 Ｂ

・アンケートで「夢や目標に向かってがんばっている」に
肯定的な回答をした児童は８９％であった。
・体験できる範囲が限られていたが、どの学年も臨機応
変に計画を立て、実行できた。活動のまとめも、学年に
応じてポイントを絞ってキャリアパスポートに記録するこ
とができた。

Ｂ

・「夢や目標」から「志」にまでステップアップするよ
うに取り組んでもらいたい。児童が「志」を持つこと
をテーマに加えてほしい。
・キャリアパスポートを活用することで夢のビジョン
が見えてくる事は、素敵な取組だと思う。

地域連携担当
キャリア教育担当

●健康・体つくり

❶運動習慣の改善や定着化

❷望ましい生活習慣の形成

❸望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

❶授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童生徒６
０％以上

②２２時までに寝る児童が８０％以上

❸「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒　男子９５％、女子９０％以上

・縦割り遊びや体つくり運動の中で、多
様な遊びを紹介し、遊びを通して運動習
慣の向上を目指す。

・生活チェック表を活用し、親子で生活を
振り返り、改善をめざす。

・給食時間の電子黒板の活用や献立を
通した食に関する指導を行う。

Ｂ

・新型コロナウィルスの影響で、縦割り遊びを十分
にできていない上に、熱中症の心配をしながらの
活動で、子どもたちが精一杯運動することができ
ない状況だった。
・生活チェック表に就寝目標時間を記入し、生活リ
ズムを整えるよう促す事ができた。88.2%の児童が
就寝目標時刻を22時までにしていた。（回収率
61.3％）
・電子黒板に献立とその日の献立によせた情報を
掲示したり、栄養教諭が教室を巡回したりすること
で食に関する指導を行うことができた。

Ｂ

・委員会で、密にならない遊びを紹介したり、スポーツ
チャレンジの八の字跳びに取り組んだりした。一週間で
４２０分以上運動をしている児童が、だいたいできるを含
めて８２％だった。
・11月の生活チェック表で就寝目標時刻が２２時までの
児童は88.4％だった（回収率65.7％）。望ましい生活習
慣が身についている児童も多くいるが、今後も継続した
指導が必要である。
・電子黒板の使用や、栄養教諭の巡回により食に関す
る指導をすることができた。健康に食事は大切だと思う
児童が、男子９８%、女子１００%だった。

Ｂ

・朝の挨拶運動で校門に立つと、登校してすぐに
運動場で遊ぶ子供たちが多く見られた。きっと友
人関係も良好で、学校が楽しいのだろうとほほえ
ましく思う一方、あまり笑顔もなく登校してくる児童
は気がかりだ。
・家庭とも連携して取り組みを進めていく必要があ
る。休日には生活リズムが崩れ、月曜日がきつい
児童も多いと思われるが、学校の指導外となるの
で家庭での対策を検討していきたい。
・栄養指導が児童に浸透している。

体育主任・副主任

養護教諭・保健主事

食育担当・栄養教諭

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

○時間外在校時間の上限を1か月４５時
間とし、厳守する。
○会議等にかかる上限時間を職員会議
７０分、研修会等９０分とし、遵守する。

・１日の勤務外在校時間の上限を２時間と
し、遵守する。
・会議の協議事項を精選し、各提案にかか
る時間や終了時刻の見通しを提示する。

Ｂ
・１か月の勤務外在校時間の平均値は45時間に
近いが，職員によって差があり，まだ課題も多い。
・学校掲示板の活用や主任への伝達で連絡・確認
ができており，会議時間削減につながっている。

Ｂ

・勤務時間外在校時間は，７５％の職員が４５時間以内
を達成することができた。退勤時刻も早まっており，互
いの声掛けによって業務改善の意識化が図られてい
る。しかし，繁忙期による多忙感解消はなかなか進まな
い。

Ｂ
・先生方の働き方改革は、市議会一般質問によく
出てくる事項でなかなか難しい。
・学校と家庭の役割分担をもっと明確にしてもいい
のではないか。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒指導と学級経営

○凡事徹底による規律ある生徒指導の
確立と支持的風土のある学級づくり

○授業開始時に着席して、学習道具の
準備ができている児童９０％以上。
○名前札着用率９０％以上。

・タイマーを設定するなど、時間を守るため
に学年に応じた手立てを講じる。放送に耳を
傾ける習慣を作る。
・毎朝健康観察の際に名前札着用チェック

Ｂ

・授業開始時に着席して，学習道具の準備ができている
児童８５％，名札着用率９１％だった。休み時間と授業
時間の切り替えに課題が見られた。今後も引き続き指
導の必要がある。目標の見直しは行わない。 Ｂ

・授業開始時に着席して，学習道具の準備ができている
児童８８％，名札着用率９３％だった。休み時間と授業
時間の切り替えが中間評価時に比べ上手になった。来
年度も引き続き指導の必要がある。 Ｂ

・道具の準備は勉強に取り組む心が育ってきている数
字だと思う。
・「学級崩壊」寸前までいったとの話があり、気になっ
た。児童や保護者の不安を取り除くよう学校全体でフォ
ローをお願いしたい。

こころ部
　生徒指導担当

○特別支援教育の充実

○特別支援学級における効果的な指導
や通常学級在籍で個別支援を要する児
童への支援

○意欲的に学習をすることができたかど
うかを児童に４件法で自己評価させ、3.0
を目指す。1単位時間や単元等で自己
評価させることで、実態を確認する。

・主に国語科と算数科において、意欲的
に学習できるように、個々の児童の特性
に合わせて支援する。特別支援学級支
援員・生活指導員やICT等も活用する。

Ｂ
・ 学習の好嫌・理解の自己評価を４件法で端的に
表わさせることにより，短時間で的確に学習状況
を把握できている。これにより児童自身も，次時へ
の意欲を持つことができている。

Ｂ
・ 自己評価４件法の２・３学期の平均は，低学
年3.5，中3.3，高3.2であった。２や１の評価を
した児童には，さらにスモールステップにする
など，より細やかな支援を行うことができた。

Ｂ
・来年度も特別支援学級が増えると聞いたが、ボラン
ティア等を活用した対応も必要ではないか。
・評価に４件法を取り入れたことで、より児童たちが分か
りやすくなった。２や１の評価の児童に今後も支援を。

まなび部
　特別支援ＣＯ

○地域連携教育の発展

○地域のひと・もの・ことを取り込んだ教
育課程とふるさとのよさを実感する教育
の推進

○学校評価アンケートで、「進んで地域
のことについて学習した」への肯定的な
回答が９０％以上

・地域やボランティアに関わる学習・活動
の様子の掲示、ＨＰ掲載
・ボランティア募集の案内配布による地
域ボランティアの人材拡充

Ｂ

・感染症予防対策のため、１学期はボランティアの方の
支援をお願いすることができなかった。２学期より支援
をお願いし、１０月から本格的に活動を再開する。
・ボランティア募集の案内を保護者に配布し、１０名ほど
の新規登録の方があった。

Ｂ

・アンケートでは、88％の児童、96％の保護者が肯定的
な回答だった。
・今年度はボランティアの方への支援のお願いが少な
かったが、継続的に連絡を取り、つながりを大事にして
いきたい。

Ｂ

・校長先生自ら地域の行事に積極的に参加して頂いて
いるので、地域の人も学校に対する親近感が湧いてい
る。
・地域連携教育はコロナ禍の中で工夫されてると感じ
た。開成の自慢、開成の未来についての５・６年生の作
文も良かった。

主幹・教務

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立開成小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・生徒指導やいじめ、不登校などの諸問題には、共通理解の場を設け、チームで対応する体制ができている。本校の課題である「生徒指導」「学級経営」の充実に向け、全職員で徹底した指導、取組の工夫を行っていきたい。
・研究教科である算数科を中心に、授業づくりの工夫やマイノートの取組により自分の考えを書く意識の向上につながっている。学力向上の基盤である学級経営の充実を図り、基礎学力定着のための工夫と合わせて取組を継続していきたい。
・心も体も健康な児童の育成をめざしているが、特性、家庭環境、周囲の人々との関わりなどにより困り感や不安を抱えている児童も多い。特別支援教育の充実と個々の児童への支援の在り方を探り、関係機関との連携や地域の力を教育活動に効果的に取り入れていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・「生徒指導」と「学級経営」は本校の重点的な課題であり、落ちついた学級・学校づくりをめざして全職員で徹底した指導を継続していきたい。

・研究教科（算数科）を中心に、「伝え合い深める活動」を授業に取り入れ見せ合ってきたことで、授業力や児童の活用力の向上につなげることができたが、学力の定着については充分でない。

２　学校教育目標 豊かな人間力をそなえ、自ら学ぶたくましい子どもの育成
～心も体も「元気」な子ども～

３　本年度の重点目標

①生徒指導の徹底と学級経営の充実　　　　　～凡事徹底による規律ある集団と豊かな人間関係を育む学校～

②特別支援教育の充実と学力向上の推進　　　～子どもの個性や特性を大切に、きめ細かで効果的な学習指導を行う学校～

③心も体も健康な児童の育成と安心・安全な学校づくり　　～心も体もたくましく、希望を持ってがんばる子が育つ学校～


